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結核集団感染事例の発生について
保健所の接触者健康診断により、結核発病者2人、結核感染者11人を確認し、厚生労働省の定める結核集団感染の基準 *１に該当することからお知らせします。

なお、発病者および感染者は適切に治療などを受けており、また接触者については、調査および検査中です。
1． 患者（発病者）の状況
	性別
	女性

	年齢
	20歳代

	住所
	野洲市

	職業
	会社員

	診断までの経過
	令和2年12月頃から消化器症状があり医療機関を受診。
病状が悪化したため、令和3年1月に入院し、入院先の医療機関にて腸結核・肺結核と診断された。

	感染経路
	不明

	現在の患者の状況
	結核指定医療機関を軽快退院し、外来治療中。


2． 感染者の状況
	
	年代
	性別
	居住地
	感染判明日
	診断日
	診断名

	１
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１９日
	―
	他県転居

	２
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１８日
	６月２５日
	潜在性結核感染症

	３
	３０歳代
	女性
	野洲市
	６月　１日
	―
	受診調整中

	４
	３０歳代
	女性
	野洲市
	５月１９日
	６月２５日
	潜在性結核感染症

	５
	２０歳代
	女性
	野洲市
	６月　１日
	―
	受診調整中

	６
	３０歳代
	女性
	野洲市
	５月１９日
	６月２５日
	潜在性結核感染症

	７
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１９日
	６月１８日
	潜在性結核感染症

	８
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１９日
	６月２５日
	潜在性結核感染症

	９
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１８日
	６月１８日
	潜在性結核感染症

	10
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１８日
	６月１８日
	潜在性結核感染症

	11
	３０歳代
	女性
	野洲市
	５月１８日
	６月２５日
	潜在性結核感染症

	12
	３０歳代
	女性
	野洲市
	５月１８日
	６月１８日
	肺結核

	13
	２０歳代
	女性
	野洲市
	５月１８日
	７月　２日
	肺結核


3． 経過
	１月２５日
	医療機関から保健所に結核発生届の連絡。

	１月２９日
	草津保健所が患者調査を実施。

	４月２８日～
５月２０日
	対象者２０人の２～３カ月後の接触者健康診断（ＩＧＲＡ検査）を実施。*２

	５月２８日～
６月　１日
	感染者１３人が判明したため、感染者に対し、発病の有無を確認する検査等を実施。

	６月　８日
	対象者の範囲を拡大し、東近江保健所が職場調査を実施。
対象者１０人の接触者健康診断を７月初旬に実施予定。

	７月　２日
	感染者１３人の内、２名が発病していたことが判明。集団感染の基準に達した。


なお、感染性のある患者は初発患者のみで、現在軽快退院し、今後新たに感染を広げる可能性はないと考えられる。
（*１厚生労働省通知健感発第0329005号に基づく結核集団感染の定義：同一の感染源が，2家族以上にまたがり，20人以上に結核を感染させた場合をいう。なお，発病者（患者）1人は6人が感染したものとして感染者数を計算する。）
（*2ＩＧＲＡ検査の実施時期については、検査の「ウィンドウ期」を考慮し、原則として結核患者との最終接触から２～３カ月経過後に実施する。）
＜参考＞
１．結核患者の発生状況

日本はまだ、結核の中まん延状態（※）にあり、県内でも年間150人程度の新規患者が発生している。 

（※）中まん延：WHOは、結核罹患率（人口10万対）10以下を低まん延国と定めている。日本の結核罹患率は2019年に人口10万人あたり11.5で、世界の中では依然「中まん延国」とされている。低まん延国となっている欧米先進国に比べまだ多い状況。

２．結核の治療

感染者のうち発病する確率は通常10％程度。潜伏期は6か月～2年。血液検査等で感染の有無を判定。感染しても発病予防薬により発病を抑えることができる。 

発病した場合でも、早期に発見されれば感染性がないため、入院せずに治療が可能。
発見・治療が遅れると感染性結核に進行する。胸部エックス線検査で発病の有無、喀痰塗抹検査で感染性の有無を判定。
３．県内での過去の集団感染事例

	
	発生年月
	場所
	患者数等

	1
	平成11年4月
	学校
	要治療3名、予防内服24名、経過観察30名

	2
	平成11年11月
	事業所
	要治療4名、予防内服11名、経過観察9名

	3
	平成20年3月
	事業所
	確定例3名、潜在性結核感染症8名、経過観察4名

	4
	平成23年3月
	事業所
	確定例4名、潜在性結核感染症8名、経過観察1名

	5
	平成24年6月
	事業所
	確定例2名、潜在性結核感染症12名、経過観察3名

	6
	平成25年2月
	事業所
	確定5名、潜在21名、経過観察46名


４．全国の結核集団感染事例発生件数（厚生労働省健康局結核感染症課調べ）

	
	Ｈ26
(件)
	Ｈ27
(件)
	Ｈ28
(件)
	Ｈ29
(件)
	Ｈ30
(件)
	R元

(件)

	合計
	46
	42
	45
	38
	44
	18

	学校
	5
	3
	9
	9
	4
	1

	病院等
	11
	14
	8
	6
	8
	4

	社会福祉施設
	3
	2
	8
	5
	5
	4

	事業所
	22
	15
	14
	11
	16
	6

	家族、友人
	14
	15
	11
	8
	11
	2

	その他
	12
	7
	10
	4
	7
	2


　　※　令和２年については現在未公表


○　県民の皆様へ


結核は治せる､予防できる病気です。人々の健康や生活をむしばむ結核をなくすためには､早期発見・早期治療や予防が大切です。





２週間以上せきが続いたら早めに受診しましょう


結核の初期症状は､かぜとよく似ています。２週間以上､咳や痰・発熱などの症状が長引く場合は､早めに医療機関を受診しましょう。


定期的に胸部Ｘ線検査を受けましょう


職場や学校、市町が実施している健診を受診し､早期発見に努めましょう。


ＢＣＧ接種は必ず受けましょう


万一結核に感染した場合の重症化を防ぐため､生後１歳までに必ずＢＣＧ接種を受けましょう。











